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しかしながら、これらの研究は ESL（English as a Second Language）や EFL（English 

















                                                   















第 5章から第 8章にかけて、「中国の大学日本語専攻作文教育の L2学習者のピア・レスポ
ンスにおける使用言語として L1と L2のどちらの言語のほうが効果的か、それぞれ、どの
ような効果はあるか」を検討する。そのうち、第 5章は L1と L2によるピア・レスポンス










































第 1章 本研究の出発点と目的 



























第 3章 研究方法 
本調査は 2015 年 3 月、中国の山東師範大学にて実施した。対象者は日本語学科の 3 年
生（日本語中・上級レベル）28 名とし、母語は中国語（普通話）、年齢は 19‐20 歳であ
る。それぞれの日本語レベルは JLPT（Japanese-Language Proficiency Test 日本語能力























































































































第 8章 記述フィードバックの観点から L1によるピア・レスポンスの有効性と特徴 
第 8章では、中国の大学における日本語専攻作文教育の日本語学習者学習者が、ピア・











第 9章 L1によるピア・レスポンスのプロセスへの学習者の意識について 
第 9 章では、L1／L2 によるピア・レスポンスを行った学習者のピア・レスポンスへの
意識について分析した。実験後、著者は 2グループの学習者にインタビューし、彼らが L1
または L2 でのピア・レスポンスに満足しているかどうかを尋ねた。その結果、学習者は




































➢ 研究課題 2 中国の大学における日本語専攻作文教育の日本語学習者のピア・レスポ
ンスにおける使用言語は、L1 と L2 のどちらが効果的か、それぞれ、どのような影
響があるか。 
⇒ 中国の大学日本語専攻作文教育のピア・レスポンスの話し合いにおける L1 による効果
がよりよいことがわかり、L1使用の可能性を明らかにした。 






④ 学習者はピア・レスポンスでの L1使用にも L2使用にも満足している。 























➢ 研究課題 3 中国の大学における日本語専攻の学生への作文教育のピア・レスポンス
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